
船舶事故調査報告書 

令和８年７月２２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚（定置網） 

発生日時 令和７年５月１６日 ０１時００分頃 

発生場所 北海道石狩市古潭
こ た ん

漁港北北西方沖 

 古潭港西防波堤灯台から真方位３３７°１,２４０ｍ付近 

 （概位 北緯４３°２２.０′ 東経１４１°２５.０′） 

事故の概要  プレジャーヨットALBATROS
ア ル バ ト ロ ス

は、航行中、定置網に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年６月２６日、主管調査官（函館事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーヨット ALBATROS、５トン未満（長さ７.３ｍ） 

 ２３５－１０６１１北海道、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 乗揚時の損傷状況不詳、本事故後、古潭漁港に打ち寄せられて

大破 

定置網 手網（定置網から陸側に向けて、直線状に設置されている網）

部分の網及び網上部のロープが破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船（セイリングクルーザー）は、船長が１人で乗り組み、機関の

試運転を行っていた。 

５月１５日朝、本船は、増毛町雄
お

冬
ふゆ

漁港を出港し、古潭漁港へ向け

て機走で航行していた。 

本船が日没以降も自動操舵で航行中、船長は、船体が何かに引っ掛

かったような振動を感じ、周囲を見渡したところボンデン（浮標）が

見え、本船は、船底部に定置網（本件定置網）のロープを絡ませ、本

件定置網に乗り揚げていた。 

船長は、本船に転覆等の危険が迫っていなかったので、朝になって

から救助を要請しようと思い、船内で待機していたところ、本船が付

近を通り掛かった漁船の乗組員に発見され、同乗組員に海上保安庁に

通報するよう促されたことから、それに従った。 

通報を受けた海上保安庁は、地元消防署と共に救助に向かった。 

消防署の潜水士は、ロープが絡まっている状況を確認したところ、

プロペラシャフトにロープが、センターボード（ヨットの船底中央に

設置される水中翼）に網が絡んだ状態であることが分かった。ロープ

等の除去が困難であったので、船長のみが救助され、古潭漁港に搬送

された。 



本船は、５月１９日、風浪によって本件定置網から離れ、古潭漁港

の外防波堤に打ち寄せられて大破し、半沈没状態となった。 

 船長は、救命胴衣を着用していた。 

 本件定置網は、古潭漁港周辺海域にある、第二種共同漁業権（石海

共第８号）区画内に多数設置された、陸岸線からほぼ垂直方向に海上

に延びる小型定置網の一つであり、標識灯が設置されていた。 

 船長は、約１５年の操船経験があり、古潭漁港周辺に定置網が設置

されていることを知っていたものの、本件定置網を含め、各定置網の

詳細な設置位置までは知らなかった。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

分析 (1) 船長は、発航前、事故発生場所付近の漁具設置状況を調査して

いなかったものと考えられる。 

(2) 本事故は夜間に発生しており、本件定置網には標識灯が設置さ

れていたものの、発見しづらい状況であった可能性があると考え

られる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、本件定置網に乗り揚げたものと考え

られる。 

原因 本事故は、夜間、本船が航行中、船長が発航前に航行予定海域の漁

具の設置状況を調査していなかったため、本船が本件定置網に乗り揚

げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、発航前、航行予定海域の漁具の設置状況等について調査

を行うこと。 

 ・船長は、夜間、定置網の近くを航行しないことが望ましい。やむ

を得ず航行する場合は、定置網の標識灯等の状況を目視で確認し

つつ、レーダー等を活用して見張りを厳重に行うこと。 

 ・船長は、船舶事故発生時には速やかに海上保安庁に通報するこ

と。 



 

 付図１ 事故発生場所概略図 
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